
円周上に点における接線の作図（定規のみ）について

パスカルの定理の証明（の極限の場合）
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図１
　右の図１のように，円周上に点，，，，，

がある。直線，の交点を，直線，

の交点を，直線，の交点をとするとき，

点，，は一直線上にある，というのがパスカル

の定理である。

　ここでを円周上でに限りなく近づけた

極限では，図２のように直線はにおけ

図２
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る接線になる。この図について，点，，

が一直線上にあることを証明する。

　直線，の交点を，直線，の

交点を，直線，の交点をとする。

と直線についてメネラウスの

定理を用いると
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したがってメネラウスの定理の逆により点，，は一直線上にある。

接線の作図について

　直線，，は点で交わる。すなわち，，の交点は接線上にあるという

ことを用いている。


